
2016年 9 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日）／第43 巻第 9 号／ ISSN0910-7991

新医療 月
刊

◉総特集

モニタ＆画像システム―最新はなぜ最良なのか
◉特集

 ［特別企画］

最新FPD搭載モバイル装置の実力を知る［Part1］

なぜ、患者支援センター新設が増えているのか［Part2］

今春、新築移転を果たした中部徳洲会病院（沖縄県）では、術中CT 検査が可能なハイブリッド手術室の設置をはじめ、
最新の医療機器や設備を導入して医療体制の強化を果たす（詳しくはグラビア頁）。
同院を背に立つ、伊波 潔院長㊥と呉屋済仁事務部長㊧、大村恵美子看護部長

現場の声に応える医療ITの新潮流検証
院内各部門で、効率化、負担軽減、安全向上等のために特徴ある医療ＩＴが活用され始めている。これら実際的なシステムの使用現況を紹介する

機器、情報システム、設備 ─ 明日の病院インフラを考える

 ［データ］

FPD搭載デジタルⅩ線装置設置施設名簿［Part1］

病院情報システム（HIS）導入施設名簿［Part3］

医用画像高精細モニタ仕様一覧
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―
病
院
の
新
築
移
転
の
経
緯
か
ら
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

旧
病
院
の
建
物
の
老
朽
化
や
手
狭
に
な
っ
て

き
て
い
た
駐
車
場
問
題
も
あ
っ
て
、
徳
田
虎
雄 

前
理
事
長
の
「
沖
縄
一
の
病
院
」
を
創
る
よ
う

に
と
い
う
言
葉
の
後
押
し
も
あ
り
、
７
年
前
に

新
築
移
転
を
決
意
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

の
発
生
に
よ
っ
て
建
設
費
が
高
騰
す
る
な
ど
多

く
の
困
難
な
事
態
に
も
遭
遇
し
、
何
度
も
計
画

を
諦
め
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
職
員

一
同
の
努
力
と
、
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
の
多
く
の
人

た
ち
の
協
力
、
徳
田 

前
理
事
長
の
英
断
に
よ
っ

て
新
病
院
を
２
０
１
６
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
新
病
院
の
概
要
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

旧
病
院
は
沖
縄
市
の
中
心
に
位
置
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
病
院
は
沖
縄
県
中
部
地
区
の
中
心

で
、
再
開
発
が
進
む
北
中
城
村
に
あ
り
ま
す
。

現
在
の
許
可
病
床
数
こ
そ
３
３
１
床
で
す
が
、

最
大
５
６
５
床
ま
で
増
床
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
敷
地
面
積
は
約
４
万
㎡
、
延
床
面
積
は

５
万
㎡
と
、
旧
病
院
の
２
倍
以
上
の
規
模
を
持

つ
病
院
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
職
員
数
は

常
勤
・
非
常
勤
合
わ
せ
て
１
２
０
名
の
医
師
を

中
心
に
約
８
７
０
名
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

―
新
病
院
の
特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
旧
病
院
の
頃
よ
り
救
急
を
中
心
に
医

療
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
救
急

加
え
、
将
来
は
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（
経
カ
テ
ー
テ
ル
大

動
脈
弁
留
置
術
）
を
実
施
し
た
い
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

　

な
お
、
当
院
の
同
手
術
室
の
設
置
計
画
の
特

徴
と
し
て
、
脳
神
経
外
科
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

当
初
、
病
棟
患
者
検
査
用
に
設
置
を
予
定
し
て

い
た
Ｃ
Ｔ
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
も
使
用

で
き
る
環
境
の
構
築
を
実
現
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
高
性
能
な
Ｃ
Ｔ
を
従
来
の
手
術
室

内
に
設
置
す
る
方
式
で
は
、
手
術
時
以
外
の
利

用
は
難
し
く
、
Ｃ
Ｔ
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
著
し
く
低
下
す
る
の
は
自
明
で
す
。
普
段
は
、

入
院
患
者
さ
ん
の
検
査
等
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
に
隣
接
す
る
部
屋
に

自
走
式
Ｃ
Ｔ
を
設
置
し
て
お
き
、
手
術
で
使
用

す
る
時
の
み
手
術
室
内
に
移
動
さ
せ
る
と
い
う

新
し
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
カ
タ
チ
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

稼
働
率
を
高
め
る
た
め
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室
は
各
診
療
科
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
い

セ
ン
タ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
を
旧
病
院
の
３
倍
と
し
、

最
大
で
同
時
に
７
人
ま
で
、
救
急
搬
送
さ
れ
た

患
者
さ
ん
の
収
容
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
救
急

搬
送
入
り
口
に
は
高
速
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
設
置
し

て
、
沖
縄
に
多
い
台
風
の
際
に
も
風
雨
を
避
け

て
患
者
さ
ん
を
安
全
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、屋
上
に
は
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
通
常
は
７
ト
ン
ま

で
、
緊
急
時
に
は
自
衛
隊
の
11
ト
ン
大
型
ヘ
リ

も
着
陸
可
能
と
い
う
頑
丈
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

開
院
以
来
、
す
で
に
10
件
以
上
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

搬
送
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
離
島

の
救
急
搬
送
に
も
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
救
急
セ
ン
タ
ー
に

つ
な
が
る
特
注
の
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
内
部
で
医
療

行
為
も
可
能
な
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
大

型
の
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
重
症

の
患
者
さ
ん
が
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
８
床
か
ら
10
床
に
増
床
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
16
床
の
ほ
か
、
各
病

棟
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｕ
並
み
の
広
さ
の
重
症
ケ
ア
ユ
ニ
ッ

ト
を
８
床
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策

に
よ
っ
て
重
症
患
者
に
対
応
で
き
る
病
床
数
は

90
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
含
め
、
手
術
室

を
拡
充
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

手
術
室
は
こ
れ
ま
で
の
７
室
か
ら
10
室
に
増

や
し
、
多
く
の
診
療
科
が
同
時
に
手
術
の
実
施

を
可
能
と
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
の
１
室
が
、
自
走
式
Ｃ
Ｔ
を
備
え
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
す
。
そ
の
目
的
は
、
脳
神

経
外
科
手
術
や
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
に

ま
す
。
現
在
、
脳
神
経
外
科
や
心
臓
血
管
外
科

で
の
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
に
加
え
、
整
形

外
科
や
消
化
器
外
科
な
ど
、
幅
広
い
診
療
科
で

使
用
さ
れ
て
お
り
、
院
内
の
評
価
も
上
々
で
す
。

―
中
部
徳
洲
会
病
院
の
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
６
年
12
月
に
、
国
際
的
な
病
院
機
能

評
価
で
あ
る
Ｊ
Ｃ
Ｉ
（Joint Com

m
ission 

International

）
を
受
審
す
る
予
定
で
す
。
Ｊ
Ｃ

Ｉ
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、メ
デ
ィ
カ
ル・ツ
ー

リ
ズ
ム
を
含
め
た
海
外
の
患
者
さ
ん
が
安
心
し

て
受
診
で
き
る
よ
う
な
病
院
に
し
た
い
で
す
ね
。

そ
の
ほ
か
、
救
急
医
療
に
関
し
て
は
３
６
５
日

24
時
間
対
応
で
き
る
外
傷
セ
ン
タ
ー
新
設
の
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
新
病
院
は
最

大
５
６
５
床
ま
で
患
者
さ
ん
を
収
容
で
き
ま
す

の
で
、
増
床
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
産
科
病
棟
や

緩
和
ケ
ア
病
棟
を
開
設
し
、
よ
り
多
く
の
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高機能CTと多軸血管撮影装置装備の
意欲的なハイブリッド手術室を積極活用。
全診療科での使用目指す運用法に技有り
医療法人沖縄徳洲会 中部徳洲会病院は2016年 4月、沖縄県中部の北中城村に新築移転した。
同院は、救急搬送を年間約6000 件受け入れるなど、徳洲会グループの原点である救急医療に注力している。
移転を機に屋上ヘリポートの設置や救急医療センターを拡大するなど、救急機能を強化。
急性期医療における設備の根幹を成す手術室も7 室から10室に大幅に拡充を果たした。
このうち1 室は多軸血管撮影装置と自走式 MSCTが使用可能なハイブリッド手術室である。
心臓血管外科や脳神経外科をはじめ、整形外科など各診療科で高度で先進的な手術医療を実践している。
新病院の概要とハイブリッド手術室設置の経緯と有用性について、院長の伊波 潔氏らに話を聞いた。

2 0 1 6  S e p t e m b e r

1981 年秋田大学医学部卒。同年琉球大学医学部附属病院第 2 外
科入局。1994 年中部徳洲会病院外科部長、2002 年同院副院長を
経て 2005 年より現職

伊波 潔（いは・きよし）氏

中部徳洲会病院

CT 検査室から自走式 CTを手術室に移動させることを可能にした最新式ハイブリッド手術室。脳出血
など脳外科領域の手術では術中に CT での評価が可能。また、IVR-CTとして、多発外傷など検査
室に移動する余裕のない緊急患者に対し、同室内で初療しつつＣＴ検査、血管塞栓術を施行、開胸・
開腹・開頭手術までできるハイブリッドER（救急室）としての役割も期待されている

医療法人沖縄徳洲会

（    ）8新　医　療　2016年9月号（    ）9 新　医　療　2016年9月号



▼
中
部
徳
洲
会
病
院

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
や
脳
神
経
外
科
領
域
の
手
術
に
留
ま
ら
ず

全
て
の
診
療
科
で
の
使
用
を
可
能
と
す
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
と
１
２
８
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
を
設
置

2002 年山梨医科大学医学部卒。同年に中部
徳洲会病院初期臨床研修医として入職以来、
同院勤務。2011 年より現職

西島 功（にしじま・いさお）氏

　

中
部
徳
洲
会
病
院
は
、
新
病
院
移
転
を
機
に

シ
ー
メ
ン
ス
製
の
自
走
式
の
１
２
８
ス
ラ
イ
ス
Ｍ

Ｓ
Ｃ
Ｔ
「SO

M
ATO

M
 D

efinition AS

（
ゾ
マ

ト
ム 

デ
ィ
フ
ィ
ニ
シ
ョ
ン 

エ
ー
エ
ス
）」
と
多
軸

血
管
撮
影
装
置
「A

rtis zeego

（
ア
ー
テ
ィ
ス

ジ
ー
ゴ
）」
を
備
え
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を

設
置
し
た
。
同
手
術
室
の
設
計
お
よ
び
設
置
に

主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
心
臓
血
管
外
科
医

長
の
西
島 

功
氏
と
同
手
術
室
ユ
ニ
ッ
ト
を
利
用

し
て
い
る
医
師
の
方
々
に
、
同
手
術
室
の
有
用

性
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

中
部
徳
洲
会
病
院

心
臓
血
管
外
科
医
長

西
島 

功
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

　

心
臓
血
管
外
科
は
、
院
長
の
伊
波
氏
を
は
じ

め
、
４
名
の
医
師
が
勤
務
し
て
お
り
、
年
間
約

３
０
０
件
の
手
術
を
実
施
し
て
い
る
。
同
院
で

は
旧
病
院
の
頃
よ
り
腹
部
・
胸
部
ス
テ
ン
ト
グ

ラ
フ
ト
内
挿
術
に
注
力
し
て
お
り
、
新
病
院
で

も
同
術
を
推
進
す
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
の
１

つ
と
し
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
設
置
を
計

画
し
た
。
同
手
術
室
の
設
計
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
の

選
定
に
関
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の

が
、
心
臓
血
管
外
科
医
長
の
西
島 
功
氏
で
あ
る
。

西
島
氏
は
、
同
手
術
室
設
置
の
経
緯
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
話
す
。

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
設
置
で
は
、
脳
神
経
外

科
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
て
、
Ｃ
Ｔ
も
利
用
で
き

る
部
屋
に
す
る
こ
と
を
当
初
か
ら
計
画
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
は

全
国
的
に
導
入
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
ス
テ
ン

ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
や
脳
神
経
外
科
の
手
術
の

み
に
利
用
さ
れ
て
い
る
施
設
が
ほ
と
ん
ど
で
、

稼
働
率
は
決
し
て
高
く
な
い
の
が
実
情
で
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｔ
も
手
術
室
内
に
設
置
す
る
と
手
術

時
以
外
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
極
端
に
悪
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
点
は
グ
ル
ー
プ
本
部
に

も
指
摘
さ
れ
る
点
で
し
た
が
、
当
院
で
は
各
診

療
科
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
一
般
的
な
手

術
室
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

稼
働
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｔ
を
巨
大
な

自
動
ド
ア
で
隔
て
た
隣
室
の
検
査
室
に
置
き
、

病
棟
患
者
さ
ん
の
撮
影
に
使
用
し
な
が
ら
、
手

術
で
使
用
す
る
時
だ
け
自
動
ド
ア
を
開
け
て
手

術
室
に
移
動
さ
せ
ら
れ
る
自
走
式
Ｃ
Ｔ
を
採
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｔ
の
稼
働
率
も
高
め
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
計
画
に
つ
い
て

複
数
の
メ
ー
カ
ー
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
同
コ
ン

セ
プ
ト
に
対
し
て
明
確
な
回
答
を
示
し
て
く
れ

た
の
は
シ
ー
メ
ン
ス
だ
け
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
血
管
撮
影
装
置
と
Ｃ
Ｔ

に
は
同
社
の
装
置
を
採
用
し
た
の
で
す
」

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
に
導
入
し
た
血
管
撮

影
装
置
は
、
８
軸
関
節
を
持
つ
多
軸
血
管
撮
影

装
置
「A

rtis zeego

」
で
あ
る
。
同
装
置
の
有

用
性
を
、
西
島
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
画
質
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
他
の
装
置

と
異
な
り
、
ア
ー
ム
が
多
軸
で
あ
る
こ
と
か
ら

多
彩
な
方
向
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
ま
す
し
、
術
前
Ｃ
Ｔ
画
像
と
『A

rtis zeego

』

の
画
像
を
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
さ
せ
る
こ
と
で
、
画
像

―新病院建設の経緯につい
て簡単にお聞かせください。
　旧病院の老朽化が進んだこ
とと、駐車スペースが狭いこと、
療養施設が十分でないことなど
の問題点があったことから、今
の時代の地域のニーズに応え
た新病院を建設することになり
ました。
―新病院に関する所感をお聞
かせください。
　新病院は敷地が 2 倍、建物
の大きさが２．５倍となり、駐車
スペースも1000 台以上を確保
しており、ハイブリッド手術室
をはじめとして最先端の医療機
器を揃えるなど、先端的な医療
の提供に応えられないなどの問

―看護部の概要についてお聞
かせください。
　現在、看護部には常勤・非
常勤合わせて約 450 人の看護
師が勤務しています。当院は
2011年 4月から看護配置基準
7:1（入院基本料）を取得し、
患者さんに対してより手厚い看
護を提供しています。一方で専
門性の向上にも取り組んでいま
す。当院には現在 7分野・計 9
人の認定看護師が在籍してお
り、今後もより多くの分野で認
定看護師や専門看護師の育成
を促進していきたいと考えてい
ます。
―新病院では、看護部の要
望も多く取り入れたと伺っていま

題点を克服し、今後は患者さん
により優れた医療を提供できる
と考えています。
　また、新病院になったという
ことで、新しいスタッフも増えま
した。新病院になって医師が
10 名増えるなど、職員数は非
常勤を含めて約 870 名におよ
びます。新病院周辺地域は再
開発が進んでおり、人口増加
が見込まれます。当院でも、患
者数が増加すると考えています
ので、今後 2 ～ 3 年のうちに
産科病棟や緩和ケア病棟など
を増床する計画を準備中です。
当院では、今後も質量ともに充
実した医療を提供していけると
自負しています。

す。
　伊波院長が病院スタッフから
直接要望をくみ上げ、病院スタッ
フの皆が満足して働くことがで
きる新病院を設計していただき
ました。
　実際に新病院で働いてみる
と、病院が大きくなったことで
動線こそ長くなりましたが、非
常に使いやすい病院になったと
いう声を多くの看護師から聞い
ています。これからは、新病院
の機能を十二分に活用して、医
療の原点である救急から地域
医療に至るまで、より質の高い
看護を実践し、地域から信頼さ
れる病院となることを目指して
いきます。

新病院建設で医療設備と
スタッフを充実させ、
地域住民により質の高い
医療を提供したい

看護師ら病院スタッフの
要望を取り入れ、
職員皆が満足して働ける
新病院を建設

I n t e r v i e w I n t e r v i e w

中部徳洲会病院
事務部長

呉屋 済仁氏に聞く

中部徳洲会病院
看護部長

大村恵美子氏に聞く
ごや・さいじん おおむら・えみこ

が
よ
り
見
や
す
く
な
り
、
手
術
時
間
短
縮
や
手

術
の
安
全
性
向
上
な
ど
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
部
屋
は
清
潔
度
を
ク
ラ
ス
６
（
空
気
清

浄
度
１
０
０
０
）
に
し
て
お
り
、
他
の
診
療
科

の
手
術
に
も
十
分
対
応
可
能
で
す
。
現
在
、
心

臓
血
管
外
科
と
脳
神
経
外
科
以
外
で
は
、
整
形

外
科
が
多
く
の
手
術
に
使
用
し
て
お
り
、
消
化

器
外
科
や
呼
吸
器
外
科
で
も
、
術
中
Ｃ
Ｔ
を
利

用
し
た
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

な
お
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
は
稼
働

後
、
３
ヵ
月
で
10
数
件
実
施
し
て
い
る
と
い
う
。

　

脳
神
経
外
科
に
は
医
師
が
３
名
所
属
し
、
手

術
件
数
は
年
間
２
０
０
～
２
５
０
件
に
お
よ
ぶ
。

同
科
の
診
療
に
つ
い
て
、
脳
神
経
外
科
部
長
の

新
垣
辰
也
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
脳
神
経
外
科
で
は
救
急
医
療
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
頭
部
外
傷
や
脳
卒
中
の
患
者

さ
ん
が
多
い
で
す
ね
。
脳
腫
瘍
の
患
者
さ
ん
も

来
院
し
ま
す
が
、
当
院
に
は
放
射
線
治
療
装
置

が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
悪
性
と
診
断
さ
れ
た
患

者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
連
携
し
て
い
る
病
院
に
紹

介
し
て
い
ま
す
」

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
導
入
に
つ
い
て
新
垣

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
、
脳
動
静
脈
奇
形
の
治

療
な
ど
、
難
し
い
脳
血
管
系
の
疾
患
の
治
療
を

行
っ
て
き
た
の
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
設
置

に
当
た
っ
て
は
、
ぜ
ひ
Ｃ
Ｔ
も
併
せ
て
使
え
る
よ

う
に
し
て
欲
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｔ
を

脳
神
経
外
科
領
域
の
手
術
で
使
う
こ
と
は
、
術

後
に
閉
頭
す
る
前
に
出
血
が
ど
れ
だ
け
残
っ
て

い
る
か
な
ど
、
頭
部
周
辺
の
状
況
が
確
認
で
き
、

医
療
安
全
の
面
で
非
常
に
有
用
で
あ
る
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
脳
内
血
腫
の
治
療
で
は
、
従
来
は

術
前
に
Ｃ
Ｔ
検
査
で
血
腫
の
量
を
測
り
、
実
際

の
手
術
で
と
り
あ
え
ず
そ
の
量
を
吸
出
し
、
翌

日
Ｃ
Ｔ
検
査
で
確
認
す
る
の
で
す
が
、
術
中
Ｃ

Ｔ
検
査
が
可
能
な
ら
ば
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
血
腫

が
完
全
に
と
れ
た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
」

　

新
垣
氏
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
に
導
入

さ
れ
た
多
軸
血
管
撮
影
装
置
「A

rtis zeego

」

に
つ
い
て
も
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
血
管
撮
影
装
置
『A

rtis zeego

』
は
、
画
質
の

良
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
多
軸
式
な
の
で
術
者
の
邪

魔
に
な
ら
な
い
角
度
か
ら
撮
影
が
で
き
る
の
で
、

天
吊
型
の
装
置
に
比
べ
て
手
術
が
し
や
す
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
で
す
」

　

４
月
の
稼
働
開
始
以
来
、
脳
神
経
外
科
で
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
６
例
手
術
を
実
施
し

て
い
る
と
い
う
。

「
可
能
で
あ
れ
ば
手
術
す
る
全
例
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
手
術
室
を
使
用
し
た
い
で
す
ね
。

　

術
中
Ｃ
Ｔ
撮
影
や
『A

rtis zeego

』
に
よ
る

術
中
撮
影
に
は
、
ま
だ
医
療
現
場
の
ス
タ
ッ
フ

1994 年琉球大学医学部卒。同年同大
学医学部脳神経外科、県立南部病院
を経て 1996 年より中部徳洲会病院脳
神経外科勤務、2001 年より現職

多軸血管撮影装置「Artis zeego」
8 軸関節がもたらすアームポジショニング
ニング機構が先進的なハイブリッド手術
室の環境構築に威力を発揮。シーメン
ス独自の被曝低減プログラム「CARE」
と多彩なアプリケーションを統合した画
像処理エンジン「CLEAR」により、低
被曝と高画質を両立させている

自走式 128スライスMSCT
「SOMATOM Definition AS」
７メートルにおよぶレール上をガン
トリが移動し、ハイブリッド手術室
と病棟用 CT 検査室を往来する
ことができる。自走式のメリットを
最大限に生かした病棟検査・術
中 CT 検査に現在活用されてい
るが、将来は救急医療やがん
治療におけるIVR-CTとしての
活用も期待されている

「D
efinition A

S

」
の
術
中
Ｃ
Ｔ
検
査
で

安
心
か
つ
安
全
な
脳
手
術
を
実
現

脳
神
経
外
科

多
軸
血
管
撮
影
装
置
を
フ
ル
活
用
し
、

安
全
性
と
医
療
の
質
の
高
い
手
術
を
実
践

心
臓
血
管
外
科

新垣辰也（しんがき・たつや）氏
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が
慣
れ
て
お
ら
ず
、
検
証
す
べ
き
課
題
が
多
い

の
が
現
状
で
す
。
例
え
ば
、
Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
、

仰
臥
位
で
の
撮
影
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
が
腹
臥
位
や
側
臥
位
な
ど
で
も
撮
影
で
き
る

の
か
、
ま
た
、『A

rtis zeego

』
の
コ
ー
ン
ビ
ー

ム
Ｃ
Ｔ
機
能
『syn

go D
ynaCT

』
が
ど
の
程
度

臨
床
上
有
益
か
な
ど
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
Ｃ
Ｔ
画
像
と
『A

rtis zeego

』

の
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ
Ｔ
画
像
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
画

像
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
く
か
な
ど
が
今

後
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
点
を
ク
リ
ア
し
て
、
新
し
い
活
用

法
を
追
求
し
て
い
く
上
で
も
、
脳
神
経
外
科
で

は
積
極
的
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
使
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

整
形
外
科
は
専
門
医
３
名
を
含
む
常
勤
医
６

名
、
琉
球
大
学
病
院
か
ら
講
師
２
名
、
脊
椎
外

科
医
１
名
が
非
常
勤
医
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、

年
間
１
２
０
０
件
に
お
よ
ぶ
手
術
を
実
施
し
て

い
る
。
救
急
医
療
だ
け
で
な
く
慢
性
疾
患
の
治

療
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
沖
縄
中

部
地
区
の
整
形
外
科
の
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。

　

同
科
で
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
骨
盤

骨
折
の
手
術
に
利
用
す
る
な
ど
、
骨
折
に
関
す

る
手
術
に
積
極
的
に
利
用
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
整
形
外
科
部
長
の
宮
田
佳
英
氏
は
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
シ
ー
メ
ン
ス
の
提
案
で
、
自
走
式
Ｃ
Ｔ
と
多
軸

血
管
撮
影
装
置
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
手
術
室
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
整
形
外
科

に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
こ
と
で
し
た
。

　

例
え
ば
、
出
血
の
多
い
外
傷
性
の
骨
折
患
者

さ
ん
に
対
す
る
治
療
な
ど
、
従
来
は
手
術
を
諦

め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
重
症
の
患
者
さ
ん
に

対
し
て
も
手
術
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
整
形
外
科
医
が
麻
酔
科
医
や
看

護
師
ら
他
の
手
術
ス
タ
ッ
フ
を
納
得
さ
せ
ら
れ

る
だ
け
の
実
績
を
挙
げ
た
こ
と
で
治
療
の
選
択

肢
が
広
が
り
、
医
局
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
高
ま
り
、
新
し
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室

は
整
形
外
科
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
」

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
利
用
し
て
の
手
術

は
、
整
形
外
科
で
は
毎
週
の
よ
う
に
実
施
し
て

い
る
と
い
う
。
多
軸
血
管
撮
影
装
置
「A

rtis 
zeego

」
を
用
い
た
整
形
外
科
領
域
で
の
手
術
に

つ
い
て
、
琉
球
大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
仲

宗
根 

哲
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
の
Ｃ
ア
ー
ム
に
比
べ
、
2
次
元
画
像
が
広

範
囲
で
鮮
明
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
3
次
元
評

価
も
可
能
な
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
神
経
血

管
が
近
い
た
め
に
手
術
が
困
難
だ
っ
た
骨
盤
骨

折
な
ど
に
も
手
術
適
応
を
拡
大
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、カ
ー
ボ
ン
ベ
ッ
ド
と
連
動
し
て
い
る
の
で
、

従
来
の
手
術
用
寝
台
の
よ
う
に
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
こ
と
も
な
く
き
れ
い
な
画
像
が
描
出

で
き
ま
す
。
装
置
の
角
度
や
位
置
を
デ
ジ
タ
ル

表
示
で
確
認
で
き
、
患
者
さ
ん
と
の
衝
突
を
回

避
し
た
り
、
術
者
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
た
り
、
術
野
が
不
潔
に
な
る
の
を
防
ぐ
な

ど
、
安
全
面
で
も
有
用
性
が
高
い
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
コ
ー
ン
ビ
ー
ム

Ｃ
Ｔ
機
能
に
よ
り
、
術
中
に
Ｃ
Ｔ
撮
影
が
で
き

る
こ
と
で
す
。
従
来
の
装
置
で
は
2
次
元
情
報

を
頼
り
に
術
者
が
空
間
位
置
を
予
測
・
判
断
し

て
い
た
も
の
が
、『A

rtis zeego

』
で
は
3
次
元

に
よ
る
正
確
な
位
置
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
よ
り
正
確
な
手
術
を
行
え
る
だ

け
で
な
く
、
皮
膚
の
切
開
範
囲
を
狭
め
た
り
、

軟
部
組
織
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
軽
減
に
つ
な
が
り
、
よ

り
低
侵
襲
な
手
術
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
」

　

整
形
外
科
医
長
の
山
川 

慶
氏
は
、「A

rtis 
zeego

」
の
有
用
性
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
連
動
さ
せ
て

『A
rtis zeego

』
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
ス
ク

リ
ュ
ー
の
位
置
確
認
が
３
次
元
画
像
で
で
き
ま

す
し
、
曝
射
回
数
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
被

曝
線
量
が
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
、
正
し
い
位
置

に
挿
入
さ
れ
た
か
を
確
認
で
き
る
安
全
性
が
確

保
で
き
た
点
は
大
き
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
手
術
で
ス
ク
リ
ュ
ー
を
打
ち
込
む

際
、
若
い
患
者
さ
ん
に
は
長
い
経
験
か
ら
そ
れ

な
り
の
自
信
を
持
て
る
の
で
す
が
、
骨
の
強
度

が
弱
く
な
っ
て
い
る
高
齢
の
患
者
さ
ん
の
手
術

で
は
本
当
に
ス
ク
リ
ュ
ー
が
正
し
い
位
置
に
入
っ

て
い
る
か
、
手
術
後
の
検
査
で
確
認
す
る
ま
で

不
安
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。し
か
し
、

今
は
術
中
にD

ynaCT

撮
影
で
確
認
で
き
る
の

で
、
安
心
し
て
手
術
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

て
ま
す
。

　

た
だ
、
腰
椎
に
関
す
る
ス
ク
リ
ュ
ー
の
打
ち

込
み
は
問
題
な
く
行
え
て
い
ま
す
が
、
胸
椎
・

腰
椎
は
ス
ク
リ
ュ
ー
を
打
ち
込
む
許
容
範
囲
が

狭
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
か
に
精
度
を
高
め
る
か

が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

整
形
外
科
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
活

用
に
つ
い
て
、仲
宗
根
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
術
中
診
断
に
威
力
を
発
揮
す
る
コ
ー
ン
ビ
ー
ム

Ｃ
Ｔ
撮
影
で
す
が
、
放
射
線
被
曝
が
避
け
ら
れ

な
い
の
で
、
院
内
で
は
医
療
従
事
者
へ
の
被
曝

軽
減
の
た
め
の
教
育
の
実
施
や
、
装
置
の
扱
い

に
熟
練
し
た
診
療
放
射
線
技
師
の
育
成
を
行
い

つ
つ
、
シ
ー
メ
ン
ス
に
は
、
整
形
外
科
領
域
の
手

術
に
適
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
お

願
い
し
た
い
で
す
ね
。

　

臨
床
的
に
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
活

用
に
よ
り
、
整
形
外
科
で
の
プ
レ
ー
ト
固
定
と

ス
ク
リ
ュ
ー
固
定
の
適
応
を
よ
り
拡
大
で
き
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
既
存
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
連
動
性

が
向
上
す
れ
ば
、
よ
り
侵
襲
が
低
く
、
高
度
な

手
術
が
可
能
に
な
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
保
存
療

法
で
寝
た
き
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
患
者

さ
ん
に
対
し
て
、
手
術
的
な
治
療
ア
プ
ロ
ー
チ

を
す
る
こ
と
で
早
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

社
会
復
帰
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
」

　

放
射
線
部
で
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
お

よ
び
Ｃ
Ｔ
室
運
用
の
た
め
に
診
療
放
射
線
技
師

を
配
置
し
て
い
る
。
同
室
の
運
用
を
担
当
し
て

い
る
放
射
線
技
師
の
與
那
城
剛
史
氏
は
、「A

rtis 
zeego

」
の
有
用
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
多
軸
式
の
装
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
手
術
中
に

他
の
医
療
機
器
や
術
者
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
術
者
が
画
像
を
見
た
い
部
位
に
装
置
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
と
て
も
有
用
性

が
高
い
で
す
ね
。
た
だ
し
、
操
作
に
つ
い
て
は
あ

る
程
度
の
熟
練
が
必
要
で
す
の
で
、
す
ぐ
に
操

作
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

『A
rtis zeego

』
を
操
作
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を
ど

れ
だ
け
大
勢
育
成
で
き
る
か
が
課
題
で
す
ね
」

　

現
在
、
放
射
線
部
で
こ
れ
ら
の
装
置
を
扱
え

る
ス
タ
ッ
フ
は
６
名
ほ
ど
だ
と
い
う
。
與
那
城

氏
と
と
も
に
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
運
用

に
携
わ
っ
て
い
る
診
療
放
射
線
技
師
の
川
原
田

貴
央
氏
は
、
整
形
外
科
を
始
め
、
多
く
の
診
療

科
で
同
手
術
室
が
使
わ
れ
て
い
る
と
話
す
。

「
心
臓
血
管
外
科
や
脳
神
経
外
科
以
外
に
も
整
形

外
科
の
利
用
が
多
い
で
す
ね
。『A

rtis zeego

』

は
、
そ
の
多
彩
な
動
き
だ
け
で
な
く
、
コ
ー
ン

ビ
ー
ム
Ｃ
Ｔ
撮
影
も
で
き
る
の
で
、『syn

go 
N

eedle Guidance

』
を
活
用
し
た
ス
ク
リ
ュ
ー

固
定
な
ど
を
毎
週
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
１
本
ス
ク
リ
ュ
ー
を
打
ち
込
む
の
に
４

時
間
か
か
っ
て
い
た
も
の
が
、『A

rtis zeego

』

を
使
用
す
る
こ
と
で
１
本
１
時
間
で
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
医
師
の
負
担
は
大
幅
に
減
っ

て
い
る
と
傍
か
ら
も
感
じ
て
い
ま
す
」

　

自
走
式
Ｃ
Ｔ
は
、
手
術
以
外
に
も
病
棟
の
患
者

の
検
査
に
活
用
し
て
い
る
と
與
那
城
氏
は
話
す
。

「
病
棟
の
患
者
さ
ん
中
心
に
検
査
を
行
っ
て
お

り
、
多
い
と
き
で
１
日
15
件
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
ま
だ
装
備
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
装
備
さ
れ
れ
ば
造
影
検
査
な
ど
、

検
査
の
幅
が
広
が
り
、
よ
り
多
く
の
検
査
に
活

用
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
病
棟
の
患
者
さ

ん
を
検
査
す
る
際
に
は
点
滴
等
の
管
を
付
け
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
ベ
ッ
ド
が
動
か

ず
に
ガ
ン
ト
リ
が
動
く
こ
と
で
検
査
が
実
施
し

や
す
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
ね
」

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た

心
臓
血
管
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
整
形
外
科
以

外
の
診
療
科
で
の
活
用
も
始
ま
っ
て
い
る
。

「
消
化
器
外
科
の
症
例
で
は
、
転
移
性
の
肝
腫
瘍

の
切
除
手
術
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
利
用

し
ま
し
た
。
転
移
性
の
肝
腫
瘍
は
、
造
影
Ｃ
Ｔ

な
ら
明
瞭
に
描
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、

術
中
の
超
音
波
画
像
で
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
術
中
で
も
Ｃ
Ｔ
検
査
が
可

能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
手
術
を
行
う
こ

と
で
、
肝
臓
の
腫
瘍
部
位
を
適
切
に
切
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

呼
吸
器
外
科
で
は
、
微
小
肺
癌
に
対
し
て
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
全
身
麻
酔
導
入
後
、
Ｃ

Ｔ
透
視
下
に
腫
瘍
を
マ
ー
キ
ン
グ
し
、
そ
の
ま

ま
手
術
を
開
始
。
必
要
で
あ
れ
ば
、『A

rtis 

zeego

』
で
マ
ー
キ
ン
グ
を
確
認
し
な
が
ら
、
正

確
な
切
除
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
患
者
さ
ん
を
移
動
す
る
こ
と
な
く
１
つ
の

手
術
台
で
Ｃ
Ｔ
・
透
視
・
手
術
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室

の
新
し
い
活
用
を
実
現
で
き
ま
し
た
」

　

現
在
、
同
院
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の

ベ
ッ
ド
を
改
良
し
、
救
急
医
療
に
も
活
用
す
る

計
画
を
進
め
て
い
る
。

「
Ｃ
Ｔ
の
移
動
距
離
の
関
係
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

手
術
室
内
で
の
全
身
撮
影
が
で
き
な
い
の
で
す

が
、
ベ
ッ
ド
を
改
良
す
る
こ
と
で
、
こ
の
課
題
を

ク
リ
ア
す
る
目
途
が
立
っ
て
い
ま
す
。
年
内
に

は
改
良
を
終
え
、
救
急
患
者
に
対
す
る
初
療
室

と
し
て
、
こ
の
部
屋
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
中
小
規
模
の
病
院
で
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
を
運
用
し
た
い
が
稼
働
率
の
面

で
危
惧
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
施
設
の
方
々
が
見

学
に
訪
れ
ら
れ
る
よ
う
な
、
全
く
新
し
い
発
想

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
運
用
を
確
立
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
西
島
氏
）

操作室内で「Artis zeego」を操作する放射線部の診療放射線
技師、與那城剛史氏（手前）と川原田貴央氏。放射線部では、
ハイブリッド室での高度な操作を行う技師の養成に努めている

医療法人沖縄徳洲会
中部徳洲会病院

所在地：沖縄県中頭郡北中城村
　　　　アワセ土地区画整理事業地内 2 街区 1 番
開設者：徳田虎雄
理事長：鈴木隆夫
病床数：許可病床 331 床

　1988 年、徳洲会グループ 22 番目の病
院として沖縄市に開設された。開院時より
救急医療に力を注いでおり、2015 年度の
平均外来患者数は 906.6 名、平均入院患
者数は 340.6 名、平均在院日数は 10.3 日。
年間の救急搬送件数は 5,300 件以上にお
よび、外来・入院ともに患者数は増加し続
けている。
　2015 年に近隣の県立中部病院、中頭病
院、ハートライフ病院の 3 施設と「大規
模災害時の相互応援協定」を締結、新病院
も免震構造の建屋にするなど、地域の災害
医療体制の強化を進めており、現在災害拠
点病院指定に申請中である。

多
軸
血
管
撮
影
装
置
と
自
走
式
Ｃ
Ｔ
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
放
射
線
撮
影
を
実
施

放
射
線
部

「A
rtis zeego

」を
骨
折
手
術
に
積
極
利
用

よ
り
高
度
な
手
術
適
応
拡
大
を
目
指
す

整
形
外
科

2004 年琉球大学医学部卒。那覇市立
病院整形外科等を経て 2014 年より中
部徳洲会病院整形外科勤務

山川 慶（やまかわ・ちかし）氏

1997 年琉球大学医学部卒。2004 年
聖隷浜松病院、宮古病院、中頭病院
を経て 2016 年より中部徳洲会病院整
形外科部長として勤務

宮田佳英（みやた・よしひで）氏

2000年琉球大学医学部卒。湘南鎌倉
人工関節センター、大阪大学整形外科、
スタンフォード大学留学を経て、2015 年
より琉球大学医学部附属病院整形外
科講師

仲宗根 哲（なかそね・さとし）氏

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を

救
急
医
療
へ
の
活
用
す
る
こ
と
を
計
画

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
今
後
の
活
用
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